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令和３年度第１回日本大学ＦＤシンポジウム開催要項 

 
 

日本大学ＦＤ推進センター 

日本大学全学内部質保証推進委員会 

 

１ 趣 旨 
公益財団法人大学基準協会による第３期認証評価で求められている内部質保証の定義は，「ＰＤＣ 

Ａサイクル等を適切に機能させることによって，質の向上を図り，教育・学習等が適切な水準にあ 

ることを大学自らの責任で説明・証明していく学内の恒常的・継続的プロセス」とされ，学生の学 

修成果の向上を図るために，内部質保証の推進に責任を負う全学的な組織の整備が求められていた。 

これを受けて，本学においては，令和３年３月に，「日本大学内部質保証に関する方針」を制定し，

全学的な内部質保証の推進に責任を負う組織として本部に「全学内部質保証推進委員会」が設置さ

れ，内部質保証体制の推進を支える事務組織として学務部に「大学評価室」が設置された。また，

学部等においても「学部等内部質保証推進委員会」を新たに設置し，学部等における内部質保証を

推進する体制の構築が行われ，質保証に関する全学レベル，学位プログラムレベル，教員レベルに

よるＰＤＣＡサイクルを実質化させるべく動き出したところである。 

また，「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン（答）」（平成 30 年 11 月 26 日中央教育審議

会）において，学修者本位の教育へ転換を図るとともに，各大学が教育成果や教学に係る取組状況

等の大学教育の質に関する情報を把握・公表していくことの重要性が指摘され，試行段階ではある

が「全国学生調査」が開始された。その一方で，本学においては，内部質保証を支える教学ＩＲの

一環として，全学生を対象とした「日本大学学修満足度調査」を平成 30 年度より実施しており， 

本学における質保証の取組を検証する教学ＩＲの一環として，そのエビデンスとなることが期待さ

れている。 

本シンポジウムは，本学の内部質保証の実質化を図るため，内部質保証と教学ＩＲに関する理解

を深め，その推進を図ることを目的とする。 

 

２ テーマ 
「学生調査に学ぶ教学ＩＲの活用と本学の内部質保証体制」 

 

３ 一般目標 
① 学修者本位の教育への変換を図るために，全国学生調査の実施状況や日本大学学修満足

度向上調査の活用状況を理解する。 

② 社会から選ばれる大学となるために，本学における内部質保証体制について理解する。 

 

４ 行動目標 
① 学生調査の動向と本学の学修満足度向上調査の関係について説明できる。 

② 学生調査と大学評価との関係について説明できる。 

③ 国内外の学生調査（アンケート）の現状について説明できる。 

④ 日本大学学修満足度向上調査の活用と課題について説明できる。 

⑤ 本学の内部質保証体制について説明できる。 

 

５ 日 時 
令和３年６月 26 日（土）13 時～15 時 30 分 

 

 

６ 会 場 
オンライン形式 （Zoom ウェビナー方式，配信場所：日本大学会館大講堂） 

※ 録画した動画を後日，各学部教務課に配信し，ＦＤ及びＳＤ活動の一環として活用する。 
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７ プログラム概要 
司会：全学ＦＤ委員会教育情報マネジメントワーキンググループリーダー 

法学部教授 臼井 哲也 

 

① 開会挨拶 13:00〜13:05 全学ＦＤ推進センター長 副学長（学務担当） 本田 和也 

日本大学全学内部質保証推進委員会委員 

 

② 講 演 13:05～14:50 

(1) 日本大学の内部質保証体制について【ＳＤ】 13:05～13:30 

学務部大学評価室 特命課長 友寄 秀俊 

 

（2）学生調査と大学評価【ＳＤ】 13:30〜14:20 

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構 研究開発部 教授 渋井 進 氏 

 

（3）本学における学修満足度向上調査解析の事例紹介【ＦＤ】 14:20〜14:50 

各部科校の解析例 (各 15 分) 

ア 芸術学部 吉野 大輔 教 授

イ 理工学部 中村 文紀 准教授 

 

≪休 憩 14:50〜15:05≫ 

 

③ パネルディスカッション形式での質疑応答【ＦＤ・ＳＤ】 15:05～15:25 

パネリスト：渋井 進氏，事例発表者 

司会：全学ＦＤ委員会プログラムワーキンググループ・松戸歯学部教授 平山 聡司 

 

④ 閉会挨拶 15:25〜15:30 

全学ＦＤ推進センター副センター長・生産工学部教授 藤井 孝宜 

 

８ 対 象 者 
本学の教職員 

※特に以下に関係する方は御参加くださいますようお願いいたします。 

① 学務担当・全学ＦＤ委員会委員 

② 教務・学生・就職・研究など教学ＩＲ関連部署教職員 

③ 各学部のＦＤ及びＳＤに携わる教職員 

④ 学修満足度向上調査各学部担当者 

 

９ 費 用 
本シンポジウム開催に係る費用は，学務部学務課が負担する。 

 

10 お問い合わせ 
本部学務部学務課 

TEL：03-5275-8314，FAX：03-5275-8315，e-mail：adm.aca.eps@nihon-u.ac.jp 

 

以 上 


